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研究成果の概要（和文）：指導者に求められる英語力に焦点を絞ったアンケート調査を実施し、

千葉県、熊本県、愛知県の公立小学校の教員総計 418名の意識を探った。回答の分析から、指

導に求められる英語力のレベルの査定には、指導の目的、自身の英語力の査定、望まれる指導

形態等が関与していることが判明した。また『英語ノート指導資料』中の指導者言の分析を行

い、『英語ノート』を使用して英語活動を実施する際に想定されている英語の特徴を抽出した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： We conducted a questionnaire survey focusing on the teachers’ 

own perceptions of their training needs. The survey involved 418 teachers in state primary 

schools across Japan. The teachers were asked to identify the levels of English ability 

required to meet their needs in the classroom. The factors influencing their responses 

included: their self-perceptions of their own English proficiency levels; different views 

of the objectives of English Language Teaching at primary school; and variations in the 

mode of delivering the teaching. In addition the teachers’ manuals for Eigo Note have 

been closely analyzed to identify their linguistic characteristics. 
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１．研究開始当初の背景 
2002 年 4 月から、「国際理解教育」の一環と

しての「外国語会話等」という位置づけで、

日本の多くの公立小学校で英語教育への取

り組みが始まった。また、2006 年 3 月には、

中央教育審議会の答申が、全国のすべての公

立小学校において英語を高学年で正課とし

て導入することを提言した。しかし、指導者

の養成・研修については、その目標もカリキ

ュラムについても明確な指針は示されてお

らず、各地方自治体、各学校に一任されてい

るのが現状である。早期英語教育の成否の鍵

を握るのは、よい指導者を確保することと言

っても過言ではない。早期英語教育指導者に

必要な資質についての共通理解の確立、指導

者養成・研修プログラムの整備は焦眉の急で

ある。 
 
２．研究の目的 
本研究は、平成 16 年度より科学研究費補助

金（基盤研究（B）(2)課題番号 16320075）を

受けて実施してきた研究プロジェクト『早期

英語教育の指導者養成及び研修の実態と将

来像に関する総合的研究』（研究代表者：小

林美代子）において確立した基盤の上に、実

践への発展として、以下の指針に従い研究を

進める。 
(1)早期英語教育指導者に望まれる英語運用
能力及び英語活動における具体的な英語
使用場面を特定し、指導者養成・研修プロ
グラムへの示唆を探る。 

(2)早期英語教育指導者養成プログラム開発
のための枠組みを構築する。 

(3)上記の枠組みを基に、早期英語教育指導
者養成プログラムの試行版を開発し、小規
模な試行を実施する。 

 
３．研究の方法 
(1)理論的枠組みの構築・確認 

定期的に研究会議を設け、早期英語教育

指導者に求められる資質について、理論

的枠組みの確認のため、言語理論・言語

習得理論・言語教育理論・教材開発理論・

評価論等の関連諸分野について、内外の

学術論文等の文献を収集し、分析考察し

た。また、学会や研究会にも積極的に参

加し、情報収集に努めた。 

(2)小学校教員への意識調査実施 

指導者に求められる英語運用能力に焦点

を絞ったアンケート調査を実施し、千葉県、

熊本県、愛知県の公立小学校の教員総計

418 名から回答を得た。 

(3)『英語ノート指導資料』指導者言の分析 

指導者に求められる英語運用力について

の示唆を得るため、『英語ノート指導資

料』中の指導者言の言語的特徴を分析し

た。 

(4)指導者研修 

上記(1)の理論的枠組みに基づき構築し

た早期英語教育指導者養成プログラムの

理念を、要請に応じて、半日セミナー、1

日セミナー、一週間セミナー等で実践し、

研修参加者のフィードバックを考察した。 
 
４．研究成果 

(1)アンケート調査の結果 

①英語活動実施のために必要と思われる英

語運用能力レベル 

• 想定される主な英語使用場面は「歌やチャ
ンツを歌う」「外国人指導助手（ALT）と

の挨拶」「ALT と授業の打合せをする」な

どであった。 

• 「語彙力」「読むこと」「書くこと」「聞
くこと・話すこと」の 4つのいずれの観点

についても、ティーム･ティーチングの場

合より単独指導の場合の方がやや高い英

語運用力が必要であると捉えられていた

が、いずれの場合も、必要とされる英語力

は CEFR レベルに換算して A2 相当（初級レ

ベル）であった。現在の英語力に対する教

員たちの自己評価の平均値は、4つの観点

いずれにおいても、指導に必要と思われる

レベルよりやや低く、CEFR レベルの A1 と

A2 の中間（入門レベル）であった。 

②諸要因についての指導者の意識と指導に

望まれる英語運用能力レベル査定との関係 

• 「英語が好きか嫌いか」ということと「指
導に望まれる運用能力の査定」との間には

特に関係はなかった。 

• 小学校英語活動の目的について、指導に望
まれる英語運用能力レベルを高く査定し

たグループ（上位群）と低く査定したグル

ープ（下位群）との間に大きな差はなかっ



たが、上位群は英語のスキル習得、下位群

は言葉や文化への関心を促す意識喚起及

びコミュニケーション能力の基礎作りを

目標とする傾向が見られた。 

• 上位群は外国人指導助手（ALT）が関わる
ティーム・ティーチングを理想的な指導形

態とする割合が高く、下位群では、担任単

独と日本人指導助手（JTE）とのティーム・

ティーチングを理想的とする割合が高く

なっていた。 

• 具体的な英語使用場面についての意識は、
単独指導の場合は、下位群と上位群の間で、

ほとんど目立った違いは見られなかった

のに対し、ティーム･ティーチングの場合

は、上位群の回答者は、ALT とのやりとり

に関わる項目をより高い割合で選んでい

た。 

• 下位群は、現在の自己の運用能力を比較的
低く評価し、逆に上位群は、自己の運用能

力を比較的高く評価していた。 

③英語運用能力向上のための研修に関する

希望 

• 回答者の 75%以上が研修参加を希望して

おり、研修に対する積極性が窺われた。 

• 子どもたちに教えるために必要な英語力
の習得が重要であると評価し、実際の教室

で活かせる英語運用力を求めている。 

• 研修で伸ばしたい分野は、「聞くこと・話
すこと」が圧倒的に多く、続いて「発音」

であった。 
(2)『英語ノート指導資料』指導者言の言語
的分析の結果 

①発話の言語形式 

「指導者の表現例」の大多数が単文であっ

た。語や句のレベルの発話はほとんどなく、

重文や複文がかなり含まれていた。それに

対して、「授業案で想定される担任の発話

例」では、単文の比率は少し下がり（68.4%）、

語や句のレベルでのやりとりが多くなっ

ていた。平均発話長は指導者の表現例では

5.75語であったのに対し、授業案では4.52

語と短くなっていた。平均発話長から想定

される習熟度レベルはいずれも初級後半

となっていた。 

②語彙レベル 

70%以上が高頻度語で、学年間で共通する

語も多かった。授業案では、成人の語彙レ

ベルでは低頻度であるが、児童の興味に沿

う特有のものが 10％程度含まれていた。 

③文の種類 

「指導者の表現例」の過半数は命令文だっ

た（表現例全体の 55.4%）。「授業案」で

は、命令文の割合が少なく（27.9%）、平

叙文が多かった（40.3%）。授業案中の発

話の 36.0%は、児童への情報提供に関する

談話行為であり、この談話行為は、平叙文

で実現されることが多いためと考えられ

る。また、5 年生と 6 年生では、命令文と

平叙文の比率が異なり、5 年生では行動を

促す活動、6 年生では発話を促す活動の比

率が高く、英語活動の質が異なることが示

唆された。 

④談話分析の結果 

教師の発話の 63.3%が「児童に対する説明」

「発話を求める」「行動させる」など、状

況に応じて調整する必要のある開放的な

発話で、定型の例文を覚えるだけでは対応

が難しいことが示唆された。さらに、開放

的な発話は、言語形式に限りがある閉鎖的

な発話に比べ、平均発話長も長くなる傾向

があり、初級後半程度に相当することが確

認された。また児童の応答に対するフィー

ドバックにあたる発話が非常に少ないこ

とも確認された。 

⑤まとめ 

小学校英語活動に必要とされる発話は、言

語形式、語彙レベル、平均発話長といった

観点からは、それほど困難なものではない

と言えるかもしれないが、教室談話の観点

からは、開放的な発話が 60％以上を占め、

英語活動を実施していくためには、事前に

決まった表現例を用意するだけでは十分

ではないことが示唆された。また、学年に

よって英語活動の質が異なることも示唆

された。 
(3)指導者研修 
千葉県、熊本県、東京都、広島県他において、
要請に応じて、指導者研修を実施した。研修
の実施期間は、半日程度の講演・指導助言か
ら 1週間程度の研修プログラムまで多岐に亘
ったが、明確な目標に基づく質の高い研修が
強く求められていることを認識した。平成 22
年 2 月には、ブリティッシュ･カウンシルと
共催で、文部科学省、熊本県教育委員会他の
多くの団体の後援を得て、「小学校英語特別
セミナー ともに築こう！豊かな小学校英
語」と題する一日セミナーを開催し、間近に
迫った小学校英語活動実施に向けて、多くの
教育実践者、研究者とともに考える機会を提
供した。 
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